
※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
：
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

今
月
の
作
業
は
、
施
肥
、
代
か
き
、
田
植

え
、
除
草
剤
散
布
、
病
害
虫
防
除
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
田
植
え
３
日
前
〜
当
日

・
ス
ク
ラ
ム
箱
粒
剤(

50
ｇ
／
箱)

＊
田
植
え
直
前
よ
り
も
、
前
日
〜
３
日
前
に
処

理
す
る
と
、
薬
剤
が
苗
に
確
実
に
吸
収
さ

れ
、
よ
り
効
果
が
安
定
し
ま
す
。

◎
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

《
薬
剤
防
除
》

・
ジ
ャ
ン
ボ
た
に
し
く
ん
　
１
〜
２
㎏
／
10
ａ

[60
日
／
２
回
〕

＊
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
本
剤
を
食
べ
る
こ
と
で

穫
60
日
前
／
１
回
〕
（
湛
水
散
布
）

・
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ(

液)

　
液
量
1000

㎖
・
希
釈
水
量
70
〜
100
ℓ
／
10
ａ

[移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
５
葉
期
た
だ
し
50

日
前
／
２
回
〕
（
落
水
散
布
）

④
藻
類
発
生
時
の
ポ
イ
ン
ト

藻
類
が
発
生
し
て
い
る
と
き
の
除
草
剤
の
散
布

は
、
効
果
が
現
れ
な
い
ば
か
り
か
薬
剤
が
均
一
に

広
が
ら
ず
薬
害
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

・
モ
ゲ
ト
ン(

粒)

　
３
㎏
／
10
ａ
〔
ウ
キ
ク
サ

類
、
藻
類
の
発
生
初
期
〜
発
生
盛
期
、
た
だ

し
収
穫
45
日
前
ま
で
／
３
回
〕

を
散
布
し
、
藻
類
が
な
く
な
っ
て
か
ら
除
草
剤

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
藻
類
の
発
生
が
少
な

い
場
合
、
雨
上
が
り
や
早
朝
に
消
え
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
除
草

剤
を
散
布
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

田
植
え
後
の
水
管
理

　
田
植
え
後
は
苗
の
活
着
を
良
く
し
、
初
期
生

育
を
促
進
さ
せ
、
有
効
茎
数
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
除
草
剤
散
布
後
、
１
週
間

程
度
経
過
し
て
か
ら
浅
水
管
理
（
２
〜
３
㎝)

を
行
い
、
水
温
と
地
温
を
上
げ
て
初
期
生
育
を

促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　
ハ
ウ
ス
シ
ョ
ウ
ガ
の
収
穫
適
期
の
目
安
は
、

主
茎
の
葉
数
が
25
〜
26
枚
頃
で
す
。
収
穫
が
遅

れ
る
と
収
量
は
増
え
ま
す
が
、
肌
が
悪
く
な
り

品
質
が
低
下
す
る
の
で
適
期
収
穫
を
励
行
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
穫
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
畑
で
乾
燥
さ

せ
過
ぎ
る
と
、
汚
れ
が
落
ち
に
く
く
な
り
、
品

質
が
低
下
し
ま
す
。
収
穫
前
は
灌
水
を
し
て
土

壌
を
湿
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
し
た
シ
ョ
ウ

ガ
は
布
で
覆
う
、
ま
た
は
散
水
な
ど
を
行
い
、

早
め
に
水
洗
い
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
追
肥

　
半
促
成
栽
培
で
は
、
主
茎
の
葉
数
が
10
枚
頃

を
目
安
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
有
機
ア
グ
レ
ッ
ト
666(

200
㎏
／
10
ａ)

●
土
寄
せ

　
土
寄
せ
は
一
度
に
多
く
の
せ
過
ぎ
る
と
、
塊

が
長
く
な
り
塊
茎
が
腰
高
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
浅
い
と
茎
元
が
緑
色
と
な
り
品
質
が
低
下

す
る
の
で
、
塊
茎
の
上
３
〜
５
㎝
位
を
目
安
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ(

溶)

1500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(

顆)

2000
〜
4000
倍
〔
前
日
／

２
回
〕

◎
紋
枯
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液
５)

800
倍
〔
14
日
／
４
回
〕

・
モ
ン
カ
ッ
ト(

フ)

40

2000
倍
〔
３
日
／
５
回
〕

◎
根
茎
腐
敗
病

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

500
〜
1000
倍(

２
〜
３
ℓ
／

㎡)

〔
30
日
／
３
回
〕*

土
壌
灌
注

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム(

粒)

18
㎏
／
10
ａ
〔
30
日

／
３
回
〕*

生
育
期
土
壌
表
面
散
布

　発
病
が
見
ら
れ
た
ら
、
発
病
株
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
数
株
を
除
去
し
、
畦
波
板
で
仕
切
る
な

ど
し
、
発
病
部
分
を
隔
離
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

ピ
ー
マ
ン
は
乾
燥
に
弱
く
、異
常
乾
燥
が
続
く
と

肥
大
、着
果
と
も
に
悪
く
な
り
ま
す
。ま
た
、今
年

は
春
先
か
ら
の
乾
燥
に
よ
り
ハ
ダ
ニ
類
や
う
ど
ん

こ
病
の
発
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。灌
水
パ
イ
プ
で

の
灌
水
と
併
せ
て
畦
間
灌
水
を
す
る
と
と
も
に
、

薬
剤
に
よ
る
適
期
防
除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
う
ど
ん
こ
病

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
パ
ン
チ
ョ
Ｔ
Ｆ(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
パ
レ
ー
ド(

フ)

2000
〜
4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
灰
色
か
び
病

・
ア
フ
ェ
ッ
ト(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ロ
ブ
ラ
ー
ル(

水)

1000
〜
1500
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ダ
ニ
ト
ロ
ン(

フ)

1000
〜
2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ニ
ッ
ソ
ラ
ン(

水)

2000
〜
3000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
プ
レ
オ(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ

2500
〜
5000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
〜
4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト(

顆)

4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
整
枝
・
剪
定

　
生
育
し
枝
葉
が
混
み
合
っ
て
く
る
と
日
照
不

足
、
通
風
不
足
で
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
混
み

合
っ
て
い
る
部
分
の
小
枝
や
徒
長
枝
な
ど
の
不

要
な
枝
を
収
穫
時
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ふ
と
こ
ろ
部
分
の
採
光
を
よ
く
す
る
整

枝
・
剪
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

殺
貝
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
水
中
に

溶
出
さ
れ
た
農
薬
成
分
に
よ
り
食
害
抑
制
効

果
が
現
れ
ま
す
。
散
布
後
７
日
間
は
湛
水
状

態
に
し
、
落
水
や
か
け
流
し
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

《
耕
種
防
除
》

①
水
取
り
口
と
排
水
溝
に
３
〜
６
㎜
の
網
目
を

張
り
ま
し
ょ
う
。

②
代
か
き
を
丁
寧
に
行
い
、
田
面
を
均
平
に
す

る
と
と
も
に
、
田
植
え
後
は
で
き
る
だ
け
浅

水
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

③
貝
お
よ
び
卵
塊
を
捕
殺
し
ま
し
ょ
う
（
卵
は

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い)

。

●
元
肥

　
品
種
や
土
質
に
よ
っ
て
施
肥
量
を
調
節
し
ま

し
ょ
う
。
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
は
初
期
分
け
つ
（
株
張

り
）
を
促
す
た
め
に
、
栽
培
ご
よ
み
の
元
肥
量

よ
り
１
割
程
度
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草(

一
発
処
理)

　
散
布
後
１
週
間
は
止
め
水
管
理
し
、
水
持
ち

の
悪
い
圃
場
で
は
粒
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

《
粒
剤
》

・
ア
ー
ル
タ
イ
プ
１
キ
ロ(

粒)

　
１
㎏
／
10
ａ

[田
植
え
直
後
〜
ノ
ビ
エ
2.5
葉
期
た
だ
し
移

植
後
30
日
ま
で
／
１
回
〕

＊
田
植
え
同
時
処
理
も
可
能
で
す
。

《
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
》

・
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
Ｋ
Ａ
Ｉ(

フ)

500
㎖
／
10
ａ

[田
植
え
直
後
〜
ノ
ビ
エ
2.5
葉
期
た
だ
し
移

植
後
30
日
ま
で
／
１
回
〕

《
パ
ッ
ク
剤
》

・
エ
ン
ペ
ラ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

25
ｇ×

10
個
／
10
ａ

[田
植
え
直
後
〜
ノ
ビ
エ
3
葉
期
た
だ
し
移

植
後
30
日
ま
で
／
１
回
〕

除
草
剤
使
用
時
の
ポ
イ
ン
ト

①
代
か
き
、
畦
塗
り
は
丁
寧
に
！

・
田
面
の
凸
凹
が
な
く
な
り
均
平
に
な
る
よ
う

耕
起
・
代
か
き
は
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
漏
水
し
な
い
よ
う
、
穴
や
崩
れ
が
あ
れ
ば
丁

寧
に
畦
塗
り
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
し
や
す

い
場
合
は
、
畦
波
板
や
シ
ー
ト
な
ど
で
補
強

し
ま
し
ょ
う
。

②
水
管
理
を
し
っ
か
り
と
！

・
水
口
と
水
尻
を
し
っ
か
り
止
め
、
水
量
は
、

粒
剤
の
場
合
３
〜
５
㎝
、
液
剤
お
よ
び
パ
ッ

ク
剤
の
場
合
は
５
㎝
以
上
の
湛
水
状
態
で
散

布
し
ま
す
。

・
散
布
後
１
週
間
程
度
は
水
を
動
か
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
か
け
流
し
や
田
面
の
露

出
は
、
効
果
の
低
下
や
薬
害
の
原
因
と
な
る

の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
入
水
が
必
要
な
場
合
は
、
ゆ
る
や
か
に
入
水

し
ま
し
ょ
う
。

③
雑
草
が
多
い
水
田
で
は
、
中
期
剤
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

と
り
こ
ぼ
し
雑
草
対
策

・
サ
ン
パ
ン
チ
１
キ
ロ(

粒) 

１
㎏
／
10
ａ

[移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
3.5
葉
期
た
だ
し
収

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

農家のための
最新情報あ
ぐ
り

　
最
前
線

日 月 火 木 金 土水

2
9
16

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

26 27 28 29

7月

日 月 火 木 金 土水

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

28 29 30

6月

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、6
月
16
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
7
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g

23
30

24
31

海の日

ピ
ー
マ
ン

お問い合わせ・お申込みは、最寄りの各支店・営農センターまで。

お米の出荷はＪＡへ！
令和5年産のお申込みは6月30日（金）まで

１．
集荷したお米はＪＡ直売所などの独自販売に加え、学校給食へ供給

するなど地産地消の拡大を図るとともに、業務需要など販路拡大と販売
単価の向上に努めています。

２． 　お米の搬入困難な方のために、無償で引き取りにお伺いする「庭先
集荷」を行っていますので、遠慮なくお申し付けください。

３． 　ＪＡは、農産物検査機関としてお米の検査を実施し、安全・安心・品質
を担保したうえで、「信頼されるＪＡブランド米」として販売しています。

ＪＡわかやまは組合員の農業所得向上に向け、全力で取り組んでいます。
出荷はＪＡにぜひ、お申込みください。

ＪＡの組織力を活かした集出荷と販売体制ＪＡの組織力を活かした集出荷と販売体制

0405

水
　
稲

新
シ
ョ
ウ
ガ



●
整
枝
・
剪
定

　
枝
葉
が
混
み
合
っ
て
く
る
と
病
害
虫
の
発
生

や
収
穫
量
に
影
響
す
る
の
で
、
各
主
枝
の
生
育

と
均
衡
を
は
か
り
な
が
ら
、
不
要
な
枝
を
収
穫

時
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ
と
こ

ろ
部
分
の
採
光
を
よ
く
す
る
整
枝
・
剪
定
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　
シ
シ
ト
ウ
は
乾
燥
に
弱
く
、
異
常
乾
燥
が
続

く
と
着
果
、
肥
大
と
も
に
悪
く
な
り
ま
す
。
灌

水
パ
イ
プ
で
の
灌
水
と
併
せ
て
、
畝
間
灌
水
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ウ
ス
内
で
は
、
灌
水
に

よ
る
流
亡
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
濃
度
障

害
の
発
生
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

　
収
穫
作
業
時
に
「
葉
の
裏
」
や
「
花
の
中
」

を
十
分
観
察
し
、
病
害
虫
の
早
期
発
見
、
早
期

防
除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
よ
り
本
格
的
に
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｍ
サ
イ
ズ
中
心
で
出
荷
で
き
る
よ
う
、
早
め
の

収
穫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
梅
雨
に
入

る
と
腐
り
等
品
質
の
低
下
が
問
題
と
な
る
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
播
種

128
穴
プ
ラ
グ
ト
レ
ー
を
使
用
し
、
１
穴
あ
た

り
10
粒
を
目
安
に
播
種
し
て
く
だ
さ
い
。
苗
床

に
直
接
播
く
場
合
は
す
じ
播
き
ま
た
は
ば
ら
播

き
で
覆
土
を
行
い
、
プ
ロ
有
機
な
ど
を
施
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ネ
ギ
の
発
芽
適
温
は
20
〜
25
℃
で
す
。
高
温

に
な
る
場
合
は
必
ず
遮
光
し
て
く
だ
さ
い
。

定
植
時
に
必
ず
植
穴
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

高
温
、
乾
燥
が
続
く
と
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
や
ア

ザ
ミ
ウ
マ
類
が
多
発
し
ま
す
。
商
品
価
値
を
著
し

く
損
ね
る
の
で
、
定
期
的
な
防
除
が
必
要
で
す
。

▽
定
植
時

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆)

50
倍(

0.5
ℓ
／
箱)

〔
定

植
前
日
〜
定
植
時
／
１
回
〕*

灌
注

　
早
熟
栽
培
で
は
収
穫
量
が
増
え
、
普
通
栽
培

で
は
着
果
の
序
盤
に
な
り
ま
す
。

●
敷
き
わ
ら

　
乾
燥
と
雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

病
害
虫
発
生
防
止
の
た
め
に
、
つ
る
の
伸
長
に

合
わ
せ
て
敷
き
わ
ら
を
敷
い
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

40
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
Ｂ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
野
菜
君(

60
㎏
／
10
ａ)

＊
時
期
や
量
は
、
株
の
生
育
や
気
象
、
土
壌
条

件
に
よ
り
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ッ
ト
敷
き
・
玉
回
し

　
地
面
に
接
し
て
い
る
果
皮
色
が
白
く
な
ら
な

い
よ
う
、
果
実
が
20
㎝
程
度
に
な
っ
た
ら
パ
ッ

ト
を
敷
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
均
一
に
着
色

す
る
よ
う
に
玉
回
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
種
採
り

　
種
採
り
用
の
ト
ウ
ガ
ン
は
、
１
番
果
ま
た
は

２
番
果
を
用
い
ま
す
。
長
円
形
で
整
っ
て
お

り
、
濃
緑
色
で
ず
っ
し
り
重
い
も
の
、
病
害
虫

や
日
焼
け
の
な
い
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
射
し
が
強
く
な
る
と
果
実
に
わ
ら
を
被
せ
て

く
だ
さ
い(

日
焼
け
に
よ
る
腐
り
防
止)

。
果
実

表
面
に
白
い
粉
が
現
れ
た
ら
種
採
り
用
と
し
て

の
収
穫
時
期
で
す
。

●
摘
葉
・
灌
水

　
茎
葉
が
混
ん
で
く
る
と
落
花
や
不
良
果
が
生

じ
る
た
め
老
化
や
病
気
に
な
っ
た
葉
を
摘
葉
し

て
く
だ
さ
い
。
梅
雨
明
け
後
は
土
の
乾
燥
具
合

を
見
て
２
〜
３
日
に
１
回
灌
水
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
上
旬

◎
疫
病
・
う
ど
ん
こ
病
・
炭
そ
病
・
べ
と
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水)

600
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
ハ
ダ
ニ
類
・
ハ
モ
グ
リ
バ

エ
類

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

▽
６
月
中
旬

◎
う
ど
ん
こ
病
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

・
パ
ル
ミ
ノ

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
ハ
ダ
ニ
類
・
ウ
リ
ハ
ム
シ

・
コ
テ
ツ(

フ)
2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

▽
６
月
下
旬

◎
う
ど
ん
こ
病
・
灰
色
か
び
病
・
べ
と
病

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000

1000
倍
〔
前
日
／
12
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
類
・
ウ
リ
ハ
ム
シ

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

●
整
枝
・
摘
葉

　
側
枝
は
花
の
上
１
葉
残
し
て
摘
芯
し
、
収
穫

後
は
そ
の
下
の
１
芽
を
残
し
切
り
戻
し
ま
す
。

ま
た
、
葉
が
混
み
合
っ
て
い
る
部
分
や
老
化
し
黄

色
く
な
っ
て
き
て
い
る
葉
は
摘
葉
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
中
旬

◎
灰
色
か
び
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
・
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
・
ハ
ダ
ニ
類

・
モ
ベ
ン
ト(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

▽
６
月
下
旬

◎
う
ど
ん
こ
病
・
す
す
か
び
病

・
ス
ト
ロ
ビ
ー(

フ)

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
・
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
・
ハ
ダ
ニ
類

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

今
月
は
収
穫
作
業
で
す
。

　
青
梅
収
穫
適
期
は
、
毛
じ
（
表
面
に
生
え
て

い
る
毛
の
よ
う
な
も
の
）
が
抜
け
て
果
面
に
光

沢
が
出
て
き
た
頃
が
目
安
で
す
。
樹
冠
上
部
や

日
当
た
り
の
よ
い
場
所
は
成
熟
が
早
い
た
め
、

注
意
し
て
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

今
月
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
と
シ
ル
バ
ー
マ

ル
チ
を
敷
設
し
ま
し
ょ
う
。

●
誘
引

　
風
に
よ
る
果
実
の
傷
み
を
防
止
す
る
た
め
、

誘
引
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
秀
品
率
向
上
の
た

め
、
結
果
枝
の
間
隔
は
40
㎝
以
上
を
保
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
５
日
頃

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス(

顆)

5000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

・
ス
カ
ッ
シ
ュ

2000
倍(

加
用) *

展
着
剤

▽
６
月
15
日
頃

◎
黒
か
び
病

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ(

水)

1000
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ダ
ン
ト
ツ(

溶)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ス
タ
ー
マ
イ
ト(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

・
ス
カ
ッ
シ
ュ

2000
倍(

加
用) *

展
着
剤

▽
６
月
下
旬

◎
株
枯
病

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
３

回
〕*

１
樹
あ
た
り
５
〜
10
ℓ
灌
注

梅
雨
を
む
か
え
る
た
め
、
日
照
条
件
を
改
善

す
る
よ
う
に
突
発
枝
の
整
理
等
、
新
梢
の
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
摘
蕾
・
摘
果

　
摘
蕾
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
部
分
的
に
枝
な

ど
で
見
落
と
し
分
の
蕾
や
傷
果
、
奇
形
果
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
上
旬

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン(

フ)

3000
倍
〔
前
日
／
３

回
〕*

着
色
期
ま
で

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
カ
メ
ム
シ
類

・
キ
ラ
ッ
プ(

フ)

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

▽
６
月
下
旬
（
生
理
落
果
期
）

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水)

600
倍
〔
45
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)

600
倍
〔
45
日
／
４
回
〕

◎
カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

●
果
皮
障
害
防
止
対
策

　
防
除
毎
に
バ
イ
カ
ル
テ
ィ
（
1000
倍
）
を
加
用

し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
、
新
梢
や
果
実
の
生
育
が
進
み
、
病

害
虫
も
活
発
に
な
り
ま
す
の
で
防
除
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
中
旬
（
梅
雨
入
前)

◎
黒
点
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水)

600
倍
〔
30
日
／
４
回
〕

ま
た
は

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)

600
倍
〔
30
日
／
４
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
キ
ラ
ッ
プ(

フ)

2000
倍
〔
21
日
／
２
回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

・
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル

200
倍
〔
６
〜
７
月
中
旬
〕

梅
雨
明
け
ま
で
は
、
黒
点
病
感
染
の
可
能
性

が
高
い
の
で
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
の
散
布
は
露
が
な
く

な
っ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
６
月
下
旬
〜
７
月
中
旬

◎
黒
点
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水)
600
倍
〔
30
日
／
４
回
〕

ま
た
は

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)

600
倍
〔
30
日
／
４
回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
（
成
虫
）

・
ダ
ン
ト
ツ(

溶)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
サ
ン
マ
イ
ト(

水)

3000
倍
〔
３
日
／
２
回
〕

◎
浮
皮
・
果
皮
障
害
軽
減

・
バ
イ
カ
ル
テ
ィ

1000
倍(

加
用)

梅
雨
明
け
後
の
ダ
ニ
の
発
生
に
注
意
し
、
発

生
園
で
は
殺
ダ
ニ
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
ミ
カ
ン
以
外
の
柑
橘
類
は
、
ジ
マ
ン

ダ
イ
セ
ン(

水)

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)

600
倍
〔
90

日
／
４
回
〕
と
な
っ
て
い
る
の
で
農
薬
散
布
時

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類

　
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
は
６
月
〜
８
月

に
出
現
し
、
雌
は
７
月
上
旬
に
樹
の
隙
間
に
産

卵
し
ま
す
。
孵
化
し
た
幼
虫
は
内
部
を
食
害

し
、
樹
勢
の
低
下
お
よ
び
枯
死
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

400
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

・
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
Ｉ

1000
倍(

加
用)

ミ
カ
ン
以
外
の
柑
橘
類
に
は

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
捕
殺
に
よ
る
防
除
は
、
行
動
が
緩
慢
な
早
朝

に
行
う
と
効
果
的
で
す
。

▽
収
穫
後

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

＊
多
発
園
で
は
必
ず
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
は
着
色
管
理
に
注
意
し
、
除
袋
作
業
と

反
射
マ
ル
チ
の
敷
設
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
除
袋
が
早
い
と
小
ひ
び
が
発
生
し
、
遅
い
と

着
色
前
に
熟
期
が
く
る
た
め
採
り
遅
れ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
目
安
は
、
果
実
全
体
は
白
っ

ぽ
く
抜
け
て
い
る
が
果
頂
部
と
縫
合
線
部
に
青

み
が
残
る
頃
で
す
。

●
病
害
虫
防
除

　
今
年
は
せ
ん
孔
細
菌
病
の
発
生
が
多
い
見
込

み
な
の
で
、
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▽
６
月
上
旬
〜
中
旬

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
デ
ラ
ン(

フ)

600
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病
・
灰
星
病

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000

1000
倍
〔
前
日
／
６
回
〕

◎
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン(

水)

34

1000
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

▽
６
月
下
旬　※

中
・
晩
生
種

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

500
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病
・
灰
星
病

・
オ
ル
フ
ィ
ン
プ
ラ
ス(

フ)

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

・
ロ
デ
ィ
ー(

水)

1000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

ト
ウ
ガ
ン

キ
ュ
ウ
リ

ナ
ス

0607

シ
シ
ト
ウ

青
ネ
ギ

ニ
ン
ジ
ン

ウ
メ

モ
モ

イ
チ
ジ
ク

カ
キ

ミ
カ
ン



みんなで取り組む
!!

水稲のジャンボタニシ対策
①貝の密度を低下 ②侵入防止対策 ③食害防止対策
　ほ場や用水路で貝や卵塊を見つ
け次第処分しましょう。
　卵は水中では呼吸できず死亡す
るので、赤色の卵塊を水中にかき
落とすのが効果的です。

　目合５㎜程度の網をほ場の水口
に張り、水路からの侵入を防ぎま
しょう。

　水深を４㎝以下の浅水にすると
貝が活動できず、ほとんど食害さ
れないので、浅水管理をしましょ
う。

　農薬取締法に基づく農薬登録を受けていない資材（椿油粕等）は、ジャンボタニシの駆除目的に使用す
ることはできません。

農薬の使用にあたっては、登録内容を確認してください。

　ジャンボタニシは田植え後約20日間の被害が大きく、また同一ほ場では深水のところに被害が集中する
ので、効率的に農薬を散布しましょう。薬剤散布の適期は田植え直後です。
　薬剤施用時は湛水状態を保ち、薬剤が用水路や池に流れ込まないようにしましょう。

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）に有効な薬剤 令和５年４月現在

薬　剤　名 施　用　量 使用時期/使用方法/回数

ジャンボたにしくん 1～2kg/10a 収穫60日前まで/湛水散布/2回以内

注1)  一斉捕殺時のジャンボタニシは、分別収集による指定ゴミ袋にて回収させていただきます。
注2)  上記日程において、地域ぐるみでジャンボタニシを捕殺していただいた場合は1袋(10kgが目安)に

つき500円の助成をさせていただきます。上記日程の日曜日･正午までに各営農センターまでお持ち
下さい。

 なお、助成を希望される場合は必ず事前に各営農センターまでご連絡ください。

一斉捕殺作業 ７月１５日（土）、１６日（日）
和歌山市内全域

1.  耕種的防除

2.  薬剤による防除

3.  地域ぐるみ防除（一斉捕殺）

4.  その他注意事項

4cm以下

農地の貸借・借受
希望者募集中

　この事業は、（公財）和歌山県農業公社（農地中管
理機構）が、規模縮小や後継者がなく離農しようと
する農家の農地を借り受け、規模拡大したい農家や
新規就農者などに貸し付けるものです。

1公的機関の機構との契約なので安心！！

2一定の要件を満たせば支援が受けられます。

営農生活部（☎473－9402）まで

農地の貸借・借受農地の貸借・借受農地の貸借・借受農地の貸借・借受農地の貸借・借受農地の貸借・借受
農地中間管理事業による

詳しくは、

…農地の所有者が複数の場合でも契約は公社とだけ
　で済むので、安心して耕作ができます。

受け手農家

…農地は契約期間が終われば確実に返還されます。　  
　賃料は公社が回収するので手間がかかりません。

出し手農家

農地中間管理事業のメリット 日 時

場 所

令和5年７月16日（日）10：00～15：00
※新規就農セミナーは11：00～12：00、13：00～14：00

和歌山県ＪＡビル２階和ホールＡＢＣ
（和歌山市美園町5-1-1）
※新規就農セミナーは和ホールＣにて開催

相談受付内容 ●就農相談、移住相談、農林大学進学相談など

お問い合わせは、和歌山県農林大学校就農支援センターまで

※ご不明な点は、お電話でお問い合わせください。また、内容を変更する場合がございますので、
　開催日前までにＨＰ等でご確認ください。

※申込期間【６月５日（月）～６月30日（金）まで】

　県内で新たに農業を始めたいと考えている方を対象に、
さまざまな相談をお受けします。また、先輩就農者から話を
聞くことができる「新規就農セミナー」も同時に開催します。
本フェアは事前予約優先のうえ、当日参加の受け付けとなり
ます。ご予約は県就農支援センターＨＰから所定の様式を
ダウンロードしてお申込みください。

※参加料：無料
※お申込み方法：郵送・FAX・メールのいずれか

住    所　〒６４４‒００２４　御坊市塩屋町南塩屋７２４

ＨＰ
F  A  X   0738‒23‒3489
Ｔ  Ｅ  Ｌ  0738‒23‒3488

メ ー ル e0716011@pref.wakayama.lg.jp

就農相談フェア就農相談フェア
\ in和歌山 /

UIターン

肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業（（春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）
申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付

肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業（（（（（（（（（（（（春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）春肥）
申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付申請受付ののののののご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内ご案内

肥料価格高騰対策事業（春肥）
申請受付のご案内

肥料価格高騰対策事業（春肥）
申請受付のご案内

受付期間

農産物の販売実績があり、
化学肥料使用量の２割低減に取り組む農業者。

対象期間

令和４年11月～令和５年５月の間に購入し、
本年の春肥に使用する肥料。

必要書類

①春肥（令和４年11月～令和５年５月）の納品日・購入価格がわかるもの。→ＪＡが用意します。
②誓約書・同意書　　　③振込口座届出書
④化学肥料低減計画書→国が定める取り組みメニュー15項目のうち２項目以上を選択し、取り組む。

受付およびお問い合わせは、最寄りの営農センターまで
農林水産省
「肥料価格高騰対策事業」

令和５年６月12日(月)～７月９日(日)
※ＪＡでは、ＪＡ購入分のみの受付となりますのでご留意ください。

対 象 者

0809


	2023年てまりっこ06月号vol357 3
	2023年てまりっこ06月号vol357 4
	2023年てまりっこ06月号vol357 5

